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はじめに

平成23 年 3 月厚生労働省「石護教育の内容に関する検

討報告州」によると、学生の実践能力向卜．のための教育

体制として敦員と実習指導者の役割分担と連携が爪悛と

明出している。 1

また、近年、実宵施設と悲礎教育機関が）Jを合わせて

看没悲礎教脊の質向上を目的とするユニフィケーション

システムか導人されている。 2)

本学科は平成19 年 4 月に、 Y 看護W 門学校の看護師養

成教育100 年の歴史を引き継いで神奈川歯科大学に設立

された。その当初より現在まで看設教育に必須の臨地実

胄のほとんどを Y 病院（以下病院）が主たる実習病院と

して引き受けている。

以士の経過より設立 6 年日を迎えた平成24 年11 月、病

院は石虚音[\}~、本学は甚礎看護学教授を責任者とし、第

1 回公贔を間催し双方の合意のもとに辿携教育がスター

トした 3

今阿、 24 年度の収り組み経過をまとめるどともに、初

回として試行された臨床指導者（以下指尊者）による本

学演習の授業参観と 2年牛成人看護学実習 I指導へ繋げ

る連携教育を実施したところ、 •定の示唆が得られたた

め第 1報として恨告する。

1 . 連携教育の概要

1) 辿批教行の目的

基礎教育と卒後教育との更なる連携を図ることを主な

ねらいとし、看護実践研修及び教行実践を共に企画・試

行していくことを通し、教戦員の相互研鑽及びより効果

的な臨地実習指導や基礎教育の実践を目指すことを本連

携の目的とする。
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2) 連携教育の概要と取り組み経過

病院看設部と本学看護学科は、予てから臨床と基礎看

護教育の連拇について協議していたが看護部長、本学教

授により「辿携教官」が提起された。第 1 回会訊は病院

で開催され H 的の雁認とともに具体的な取り組みか議諭

された。

その結果、 1病院看設師り）現任教育に教員が参加し仏

礎教育と卒後牧育の絹紬に連携する②指導者が大学の位

業に参加して実習指導に繋げる等の取り組みが検討され

た（，初年度は後者に決定したが、本連携は試行錯誤をし

ながら循環的に見直し、実践していくことになった。第

l 阿は、時期的にも実現可能な 2 年生成人看設学実習 I

と成人看設学演習を連動させることになった。

実施にあたっては、本学成人看設学教員が中心とな

り、演習授業参観に向けて準備・調整を行った また、

演習実施からおよそ lか月後の成人看護学実習 T にむけ

て、成人領域以外の実曹担当牧員との情報共有をはじめ、

学科会議において合教員に連携教育の取り組みを周知し

た。また、実習を担'½する各教員の病棟研修・指・打者と

の打ち合わせの調整を行った。学科内の連携教育の推進

苔として教員 3 名を岡き、病院打ち合わせ会議の出席、

実施の推進からいf仙まで閃わった。

授業参観• 実習終了後、成人看護学実習 I評価会と同

時に連携教行について瓜見交換を行った。この会議には

本学推進者とともにけクループの実習担当教員 8 名、崩

院側は推進者の教育担当師長、指導者10 名 (rJ 、」 7 名は演

習参加者）が出席した。

24 年度末には、連携教育最終評価会をl開催し、 24 年度

収り組みの効果と今後の課題について議論しその効果を

確認するとともに同内容を次年度も継続することになっ
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2 連携教育の実施結果

I) 成人看護学演習参観

第 1 回会議開ii 『から 2 か月後、第 1 11 ―1] 連携教育「指導

者の授業参観」か試行された。病院からは12 名（指導者

11 名、教育担当師長）が参加し成人・老年領域の 5 名の

教員とともに演習が実施された

演習は周手術J!JJ 石，位における看晶技術の習得を主なね

らいとし、前期授業の石設過程の事例を継続し「胃切術

悛 l LI ti の観察と旱期雌床への援助」なテーマとした。

1 クラス 90 分 1 コマで展開、 9 時から 12 時10 分まで 2 ク

ラスの学生81 名が受講したぐ

演習は、 1 べ'1 卜:'1 グループ (11 - 5 名) 10 グループ

釦成て実施しに指導者は、担当グループの学生から実

施後の報告を受ける場血を中心に皿按指導を担当し f..::c

教員は 2 グループを担当し実施場面を直接指導したが、

結果的には、指導者が 1 グループの実施場面にも関わっ

た-. 学生へは、油習ガイダンスの問ミに臨床指導者の油胃

参観かあることを況明した。授業参観は「大学と病院か

連抗して学生へ効果的な教育を目指す試みであること、

学 を し 実習 教 の

ること説明した。

者 は、 習 • 演齊に関連した授業資

料を配布し、演習I井J始前に演習の流れや学生の状況など

のオリエンテーションを実施したc

2) 成人行設学実習 I における指導者と担当教員の連携

連携教育拙進に向け、各教員に事前の病棟研修を推奨

した 本学推進担％者か中心となり病院抑進者（教脊担

IヽI 師に）と調整し、全牧員が指蒋各の日勤務時に、 0.:5

- 1 日村度の研修および指導者との打ち合わせを実施し

た。また、実晋指導案を提示じ実習指導に向け学生の背

景や指樽の具体的な進めかた、スケジュールなどを説明

した，

3) 演晋授業参観終 f後アンケート調壺及び結果

病院指導者による授業参観の効果を検証するため、臨

床指導者と学生を対象に投業参閥終了後に調壺を尤施。

調査結果は実習終了後、指導者・教員間の窪見交換会評

価会に服店した。

(1) 授業参観アンケート結果

謁府対象： 2年生81 名（回収数62 名 回収率76%)

臨床指導者11 名（回収数11 名 M 収率100%)

調壺方法：

・学牛へは油習後の成人看護学 I授業終了後にアン

ケート川紙を配布し当且教室で回収した。

• 演習開始前、指導者に口t旨を伝えアンケートを1衣柏

し、演習当「Iに回収した。

調杏時の倫理的配慮

学生へは、アンケート用紙に調介日的及びその粘果

はH 的外に使用しないこと、また成紙に位lりしないこ

とを叫載した】アンケート川紙配布時に、その旨の説

明をして lnJ 怠を得た。指導者へはアンケート用紙への

記載と配布時に説明するとともに、連携教育実施前後

に、これらの取り組みを研究的にまとめることを提案

し全員の詞虹のもとに巡めたし

(2) ~~

①指喘者アンケート結呆

指導者へのアンケート内容は全て自由記述式とし

た。

・「演胄仝休をとおして気づいたこと」を学牛について、

演習内容について、今後の連敦教育について回答を

依頼したQ

学生については、指導者全員が病院実習でみる緊張

した学生と比較し「学生が緊張しないで活き活きと学

習に取り糾んでいて明るい」「伸び伸びしている」「看

護の根拠が欠げている学牛ても質問をすると理肝して

いる＿などをあげていた

反面「言葉使いや学生個々の坪解や取り組み方に個

人丸がある」 r技術が実施できても何のために実施す

るか押解してない」「事前学習が不足している I「私語

が多い」などがあげられた

涼刑内容と演習中の奇''.l から気づいたことは、演宵

は実習場面と繋がりをもっていた事をあげ、演習時で

あれば指導者として学生に多くの事を伝えられると実

感、演習参加が貸重な体験になったことがあげられた。

演宵方法について、息者役の学生の感却を聞く市や

指導者が患者役をやる的を提案していた。また、学生

間で意見を出し合い演習が効果的に進めている事にも

気づいていた。

演習中の学生は、実習と違い「ここはどうするので

すか」とはさくに質間してきた算をあげ、技術実際時

「何のために」という事かわからず、実技だけできる

学牛がいる事に気づき「出来る」と「わかる」は追う

事を実感した等があげられた。

また、 習 の学 の • 技術の状況から、臨床

の石護師は少し学牛に求めすぎるのではないか、今の

学牛の段階をスタッフにも周知していく穿であった。

今後の連描教育にむけては、指導者全員が、授架参

観をきっかけに学習内容を把脚する事ができ指埒に活

かせることあげ「実習で」I[ 当する学生と祇習かできれ

ば実習に繋がりアドハイスできる事か増える」「伯頼

閃係をつくるきっかけになる」「授菜参践で学生の様

子かわかり圭習に活かせそうである」等連携が大切さ

をあげていた勺

学 ~ 、

質問 7 項目以下、文中の＿示す0 1項目は指導者の
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図1 指導者から受けた指導内容 図2 学びになった指導内容

表 1 印象に残った指導者からの主な指導内容

① ベッド桐の位置及びベッド周囲等環境への配慮

② 足背動脈の位置確認の方法と重要性

③ 術後観察のポイントと報告のしかた

④ 苦痛を軽減して離床する方法

⑤ 患者への説明や声掛けの必要性

⑥ 患者が自ら実施したいと思えるようなサポートをすることの必要性

授業参観と直接指導を受けたことに対する感想を日由

記述とした。学生は62 名全貝が演習中緊張したと答え

た。

・指導者の授業参観は、油習する上で緊張したかにつ

いては、全員が緊張したと答えた。

感想ではほとんどの学生が緊張したが、その緊張で

演習に真面日に取り組めたとも答えていた。

• 学生が指導者から指導を受けた内容は図 1に示した。

ァ．術後観察50 名 (83%) イ．離床援助44 名 (71%)

ウ．寝衣交換38 名 (61 の ~ の

使用法、検布データの意味） 2 名であった。

• 特に学びになった指導・コメントについては図 2 に

示した。

ァ．術後観察39 名 (63%) イ．離床援助38 名 (61%)

ウ．寝衣交換27 名 (44%) 。

また、学生の印象に残っている指導者からの指導

は表 1 のとおりである。その他、通常の演習では気

づかない細かな助言を受けたこと、学生間で工夫し

ていたことを指導者に褒めてもらったこと、本来の

息者は、模擬患者とは違うからもっと痛みを訴える

ことなど「なるほど！」と息えることをたくさん教

えて頂いたことがあげられた。

• 演習内容は全員が実習に活かせるかについては、解

答した学牛全貝が活かせそう、演習目標も達成した

と答えた。

3) 実習終了後の連携教育意見交換会での意見

9授業参観をどのように実習指導に活かせたか」につ

いて実習終了 H に意見交換を行ったが、出席した指導者

7 名全員が「演習に参加して良かった」と答え、その理

山は 5つに大別できた。

① 以前と比較し、学生の学習過程等レデイネスがわ

かり実習指導ができた。

② 授業内容や学生間のやり取りを知ることで、実際

の学牛への関わりに活かせた。

学生の状況が把握でき、これまでの実習指導では

高い日標で学生に臨んでいたことがわかり、今同

は学生の目線で指導することに努めた。

④ 溝義で学んだ事と演習内容とを結び付けることが

できてない事がわかったため、実習で意味づける

よう意識して学生に関わった。

⑤ グループでは学生間の役割があり、それが卜^手く

機能すると演習もうまくいくことに気づいた。実

習時、リーダーの学生にグループの雰囲気を開い

て実習指導に活かした。

4) 実習担当教員の病棟研修と指導者との事前打ち合わ

せについての意見

実習担当教員は、全員事前に実習病棟に半日程度の研

修と指導者との打ち合わせを実施した。

指導者から意見は

① 事前に記録用紙の確認や今までの実習での様子等

の情報を知る事ができ、指導のイメージができ計

画をたてる事ができた。

② 互いの信頼関係を築く事ができた。

③ 教員の実習に対する考え等を間き看設過程に重点

67-



をおし、た指埒かてきた。

① 個々の学生の様子を前もって知る山で、いつもよ

り非常にやりやすかった。

目標を共有する事で、求めるところがどこまでか

把握できた。

⑥ 病棟スタッフヘもとこまでが到達点か伝える事で

指導に活かせた。

一方、敦目側からの怠見は

① 実習前に1内棟をみて指導者と関われた事て禁張が

禾II らしヽだし

② 事前に学生砂l胄罰を伝え、指導者と仰認できた

③ 学生のレディネスや実習日的・ねらいを再仰認し

あった事から根拠を何度も何度も指導してくれる

など指導に活かしてもらえた。

「これができて当たり廿り」ではなく「これができ

たね」と言って学生にフィードバックしてもらえ

た。

⑤ 教員自身が連携を意識し、指導についていつもよ

り共通坪鮒して進める事ができた等かあげられ

た，

6) 学牛．の実習Ii 標到迂I笈

Y 病院て実習した学几けグループ35 名の実習叶価j、0)
評価平均息を叩純比校したところ、他 3 施設の実習学小

の到達度より高い傾向にあったc

3. 24 年度連携教育についての考察及び今後の課題

者が授業参観 学~ を琲解することの意義

授業参観の目的は、①教貝と実習指導者が交流し相互

理解を深める、⑨実腎指導者は、晶礎教育におけろ学牛

の実態を知り臨地丈村に出る前の学生のレディネスを把

握するてあった ・1

アンケー l、結果によると、指導者全貝が、＇文胃中と演

習中の学牛の禁りKの違いに気付いていた。指導者は、学

生が緊弘することなく伸び伸びと演習に取り組んでいる

姿に驚いたが、学生は全員が緊張したと答えていた。こ

の事から、学牛は実習中予想以上に緊張していることが

わかった また、指導者 1よ演習での学生の反応や学習胄

得状況から、これまでの実習指導は、高い §I 1閃を学生に

臨んでいたことに＇メし付いていた。

松田らの「成人看設予における演習補助者との連携敦

育」の研究 3) によると、 i賓習袖助者は学生の指導を通

じて学生の思考の仕方や技術力を知り、臨床指導や新人

看護師の育成も踏まえて自分の指導法を見直していたと

述べている。今回、指導者は油習を通じて学生の未達成

な技術力や思考の程度、実習中は、過度に緊張している

学生を知った事がわかろ そして、指導者はこれまでの

実習指的を枷り返り、息苔や技術力が未達成な上に、禁

張が強い学生にとりように臨めはよいのかを考える機公

になったのではないかと考える。

文部科学省の「看護教育のありかたに閃する検討会報

古書」 1: や臨床と教育の連携に関する研究でも、実習

施成と大学との協力と連携の必要性について明［じされ、

病院指導者の演習参観は、他大学と病院間で行われてい

る。神余川県における看護教育のありかた検討会報］／

では基礎教育における文計指導の充実を目的として、某

礎教育と実習病院札口の人市交流を挙げている。教貝か

実習施設で最新柏恨を得、実習；）内院からは教育の現状や

教育方法を理解して実胃指導に活かすユニフィケーショ

ンを提起している C 本受は、複数の実習施設の中で、 ▲ 

番多くの学牛を受け人れているY 病院とその第一歩をス

タートしたところである。

制院の実習指祁者は、学生にとって特別な存作であり、

の が 。学 は、

回実習面の演習がきっかけとなり適度な緊張で実宵に臨

むことかできれば授業参観のもう一つの効果と考えるこ

とができる。学生と指導者との相圧関係に基づきさらに

学びが深まる実習か期待てきる」今回、実習終了後に学

生への調査はしなか-)たためその炒 J果を検証する事はで

きない。しかし、;; ら::1 卜の実宵日標針l達度評価は他施設よ

り高い傾向にあったヮ

以上から、指導者が授棗参観により教育の現状や教竹

)j 法を理解して指導した事、学生は授業参観で指導を受

けた事から適度な緊張感を持って実習に臨んだ中が学習

効果を上げたのではないかと考える。

2) 指導者が演習で学生指導することの効果

学牛は、全員が緊張して演習をしたと答えながらも、

その緊張感が演習の H椋達成や学びに繋がったとしてい

た。表 1 に示した 1-:11 象に残っている指導の内容からも、

学生は、教科書や責料の中に示されている抽象的な援助

方法から具体的な援助）ji 去、料紅点を指導者から具体的

に学んだ事がわかる 授 • 油胃のねらいである合併柾

の と観 、 ~ た の 得

がった。

指導者は、術後 l II 11 の患者と府室環境を前提により

をし た。学 は を

止めていた。また、学生は「なるほど！」と思えるもの

をたくさん教えてもらった、指導者のいた演習は良かっ

たと，」じ載しており臨床現場で働いている看護師ならでは

の臨場感を持った具体的な指導が学牛の印象を強くし学

びに繋かったと号える。

成人看設学の授業では、映像や実物を提示しながらそ

の目的・根拠、情意点などを教授している。しかし、演

習時にそれらが連動した学習とすろ事が難しい。指辱者

へは、授業資料等を配布し、授業内容を伝えていたため、

~68~ 



指導者が具体的な指導へと発展ができたと考える。また、

指導者は、病棟では他の梁務と並行して学生を指導して

いるが演習ではじっくり関わることができたと答えてい

た。指導者自身も臨床を離れて学内で余裕を持って指導

ができた事も学習効果を日「た一因だと考える。

3) 教員と指導者間の事前打ち合わせの効果

看護基礎教育における臨地実習は、机上の学習によっ

て構築された知識や技術などを実際の医療現場において

看護実践に応用する重要な学習であることは言うまでも

ない。その臨地実習は、実習施設と看護教育機関との協

カ連携がなければ成り立たない。今回の連携教育によ

り事前に教員と指樽者が打ち合わせを行うことで、指導

者側は、実習目標や追め方の確認や学生を受け人れる卜＾

でのスタッフヘの梢報提供など準備をすることができ指

導の実際に反映できたのではないかと考える。山川ら 4)

の臨地実習指導者への役割期待「病棟スタッフ・看護教

員との連携における役割J によると、指導者の教員との

連携の役割、実習指導者としての役割として①実習日

的や進め方の確認②学生の学習状況を教員と共有する

③学生の学習状況や指導状況を他の実習指導者と共有す

る等を必須項目としてあげている。

今回実施した指導者との事前打ち合わせは、正しく指

導者がその役割を果たすことにも繋がっている。今回は、

3年生の実習終了時期に、成人看護学実習 I のみに向け

て実施したことや連携教育に意識的に関わったことから

実現した。しかし通年 5 月から開始される 3 年次の領域

別実習も事前打ち合わせば必要である。実習が連続し複

数の病棟の場合、難しいこともあるがur 能な限り実施し

ていくことを推進していく。病院側からも実習説明会や

臨床指導者会議でその必要性について意見が出されてい

る。

以上、平成24 年度に実施した病院と本学との連携教育

の効呆を、指導者との屈見交換会や授業参観アンケート

から分析し考察した。その結果、指導者による授業参観

から実習に繋げる連携教育は教職員の相圧研鑽及びより

効果的な臨地実習指導や基礎教育の実践にむけて布用で

あることを確認することができた。

今後は、実現uJ 能な計圃を立案し実施後の効果を検証

するともに、甚礎教育と病院がさらに協力連携し「看護

師を育てる」ことを推進していくことが重要である。

まとめ

平成24 年度から主たる実習病院と本学との連携教育を

開始した。第 1 回目として、病院指導者が成人看護学演

習の授業参観とその後の成人看護学実習 I までを連携し

て効果的な臨地実習指導を目標とした。その結果、基礎

教脊と病院との連携教育についてのホ唆は次の通りであ

る。

1) 指導者は、演習に参加し学牛の学習環境や学習習得

状況を把握する事で学生の理解に繋がり、その後の

実習指導に活かす事ができた。 ｀ 

2) 学生は、指導者から術後 1 日目の観察内容・援助方

法等具体的な指導を受け、授業で学んだ知識と技術

に繋げる事ができた。

3) 教員と指導者の事前打ち合わせは、実習目標や指導

内容、学生のレデイネスなど相互に理解し共有でき

実習指導に活かす事ができた。

4) 指導者による授業参観は、基礎教育との連携教育に

有効である。

おわりに

今回は、病院と大学との連携による学習効果の裏付け

となる客観的指標は見いだせなかったが、連携教育の効

果について複数の示唆を得る事ができた。今後も連携教

育を拙進していくとともに、学習効果を測定し実習指導

者と教員との連携による効果を明確にしていく必要があ

る。

多忙な看設業務の中、多くの指導者を本学に派遣、ま

た臨地実習への理解と協力を継続して頂いているY 病院

の看護部長はじめ帥長、指導者の皆様に深謝巾し卜．げま

す。
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